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ニホンザル新生児のストレスに対する反応

川上消文 (聖心女子大 ･文･心理)

一昨年･昨年度に引き続き.突放を重ねた｡新

生児ニホンザルを対象として､ストレス場面に匂

い (ここではラベンダー､LinalylacetatelO%)

を呈示すると､ストレスが綬和されるがどうか確

かめるというものである｡反応指標は.唾液中お

よび血中コルチゾルと行動評定である｡ (今回の

分析には噴液中コルチゾルは含めない｡)採血を

ストレスとし､採血前後の血中コルチゾルを分析

した｡表には､採血前コルチゾル低 くマイクログ

ラム/デシリットル)を上段に､採血後を下段に示

した｡採血時の様子をビデオに拘り.それを表情

と泣き声の面から評定した｡5秒 1こま当たりの

評定平均値 (0- 2)を罪出した｡来年度は,対

放牧を増加させたい｡

対 象番 号 統 制 条 件 匂 い 条 件コルチソ●ル 評定値 コルチリ●ル

評定値1776 2458 0.00 2

627 0.131782 1218 0.

71 ll19 0.501799 ll

17 0.00 318 0.291800 26

48 I.00 2328
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サル籾の老人斑および脳血管アミロ

イ ド症に関する研究中村紳一朗 (日
本獣医畜産大 ･獣医柄理)林JJ;治 (京都大

･霊長研)アルツハイマー柄に見 られるB吐

型的な病理所見である､老人斑 (SP)および脳血

管アミロイ ド症 (CAA)は忍艮yTlの様々

な穂で確認されている｡ニホンザルでは岩円ら

によってその存在が確認されて以丸 押紙な検索は行われ

ていない｡今咋比は本邦･同利用のfl料tL!供

によって､高齢ニホンザル大脳を検%･する

機会を得た｡材料は訳耶大霊長m研究所で飼育

されていた､ニホンザル (30歳と23歳)の大脳

荊挑核である｡パラフィン包哩LIFLm締

切切片で､アミロイ ドβFt自 (̂ β)､ アポ リボ弱 白E(apoE)IAβ1tJlJ耶体琵白く̂ PP),ユビキチ

ン(Ub)､タウgf白(tau)､グリア絞維性

根ポ自(GFAP)を一次抗体とした免疫敗色

を行った｡Aβに対する免疫無色で30伐の動物に

多数のSPおよびCAAが税訳されたが､23

歳の動物ではいずれも硯かされなかった｡

SPは形態学的にすべて成黙型SPで,中心にコアを持つclassical typeとそれを持たないprlmltl

vetypeが認められた｡またAβの陽性像と一

致ヽしてapoEが沈着していた｡この周囲

にはAPPおよびUbに陽性の腰大神経突起が放

在位に認められた｡さらに周囲にはGF̂ P陽性の

アストログリアが硯察され､SPのtPへ突起を

伸張させていた｡tauの陽性俺はいずれの柄

変にも認められなかった｡このようなSPとC

AAの病理所見は他のマカク属､カ

ニクイザルおよびアカゲザルのそれとほぼ一致し

ていた｡(本実験は､

霊長桝の鈴木樹理 ･友永雅己との火同研究である｡)


